
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
主
催
の
地
区
芸
能

祭
が
野
木
沢
自
冶
セ
ン
タ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
7
月
2
日
（
日
）

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
使
い
、

舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
大
正
琴
、

二
胡
、
太
極
拳
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

総
勢
96
名
の
方
の
出
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の

各
部
会
に
よ
る
地
場
産
の
野
菜
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
焼
き
鳥
の
販
売
、

鮎
の
塩
焼
き
、
地
場
産
の
野
菜
や

特
産
品
も
販
売
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

子
供
育
成
会
に
よ
る
か
き
氷
の
販
売
や
塗

り
絵
と
記
念
写
真
を
印
刷
し
子
供
た
ち
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

会
場
に
居
る
子
供
た
ち
全
員
に
お
菓
子
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
最
後
に
参
加
者
全
員

を
対
象
に
し
た
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
野

本
観
光
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
よ
し
だ
や
、
食

道
楽
ひ
さ
ご
さ
ん
か
ら
協
賛
も
あ
り
多
く
の

方
々
へ
抽
選
賞
品
を
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
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第
八
回
野
木
沢
地
区
芸
能
祭
が
実
施
さ
れ
る

参
加
者
96
名
に
て
大
盛
り
上
が
る

ふ じ わ ち ゃ ん の み な さ ん

芳 泉 流 ・ 舞 芳 の 会 の 鈴 木 ミ エ 子 さ ん塩沢長寿会（民 謡踊り）のみなさん

曲木長寿会（カラオケ）のみなさん 野 木 沢 拳 心 ク ラ ブ 太 極 拳

クリ スタルアロ ハ フ ラダンス子供育成会カキ氷、塗りえ、記念写真コーナー



一
日
（
火
）
防
犯
巡
回
8
/
1
～
8
/
31

敬
老
会
実
行
委
員
会

二
日
（
水
）
ミ
ニ
デ
ィ
の
ぎ
さ
わ
の
会

五
日
（
土
）
野
木
沢
駅
環
境
整
備

六
日
（
日
）
藤
田
城
跡
整
備

八
日
（
火
）
野
木
沢
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

十
一
日
（
金
）
山
の
日

十
四
日
（
月
）
曲
木
盆
踊
り
大
会

十
五
日
（
火
）
中
野
盆
踊
り

中
野
子
供
育
成
会
盆
踊
り
協
賛

十
六
日
（
水
）
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
団
体
長
会
議

十
九
日
（
土
）
野
小
第
2
回
P
T
A
奉
仕
作
業
5
：
30
～

二
十
五
日
（
金
）
野
小
第
2
学
期
始
業
式

三
十
日
（
水
）
野
小
ク
ラ
ブ
活
動
（
3
）

の
ぎ
さ
わ
の
会
事
前
班
会
議
（
3
班
）

ふ
れ
あ
い
の
広
場
「
の
ぎ
さ
わ
の
会
」
が
去
る
7

月
5
日
（
水
）
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
第
1
班
有
賀
正
一
班
長
の
も
と
、
参
加
者
利

用
者
が
17
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
9
名
、
セ
ン
タ
ー

3
名
、
保
健
福
祉
課
1
名
計
30
名
で
【
楽
し
く
体
を

う
ご
か
そ
う
】
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
は
座
椅
子
使
っ
て
、
肩
、
腕
、
指
先
、
股
、

足
を
動
か
す
運
動
な
ど
、
時
に
は
参
加
者
に
問
い
か

け
な
が
ら
面
白
お
か
し
く
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ス
テ
ッ
ク
を
使
っ
て
交
互
に
持
っ
た
り
、

ず
ら
し
て
持
っ
た
り
上
げ
た
り
、
回
転
さ
せ
て
持
っ

た
り
と
笑
い
な
が
ら
の
軽
運
動
を
し
、
最
初
か
ら
最

後
ま
で
笑
い
の
尽
き
な

い
講
演
で
し
た
。

参
加
者
は
今
回
の
よ

う
な
講
演
な
ら
何
回
や
っ

て
も
面
白
く
て
良
い
と

大
好
評
で
し
た
。

昼
食
は
冷
や
し
う
ど

ん
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
和
え
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
あ
ん
か

け
の
デ
ザ
ー
ト
と
色
合

い
が
き
れ
い
な
盛
り
付

け
に
参
加
者
も
美
味
し

く
召
し
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
転
倒
に
よ
る
ケ
ガ
防
止
の
た
め
靴
を
履
く

よ
う
準
備
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
回

8
月
2
日

第
2
班
長

吉
田
宗
治
さ
ん

担
当
で
す
。
（
テ
ー
マ

お
口
の
健
康
に
つ
い
て
）

令
和
5
年
7
月
16
日
（
日
）
相
楽
勝
美
会
長
に
よ

る
、
野
木
沢
地
区
保
健
協
力
委
員
移
動
研
修
が
、
相

馬
市
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
と
震
災

遺
構
浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
の
見
学
を
し
て
来
ま
し

た
。震

災
時
、
海
か
ら
約
300
ｍ
に
位
置
す
る
請
戸
小
学

校
で
は
、
校
舎
に
は
下
校
し
た
1
年
生
11
人
を
除
く
、

2
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
児
童
82
人
が
残
っ
て
い

て
、
児
童
に
対
し
避
難
を
促
し
、
避
難
場
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
学
校
か
ら
約
1.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

大
平
山
を
目
指
、
児
童
と
教
員
の
全
員
が
無
事
に
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
で
は
、
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
9.0
）
が
東
日
本
一
帯

を
襲
い
ま
し
た
。

大
津
波
が
沿
岸
部
に

押
し
寄
せ
、
広
域
に
わ

た
る
甚
大
な
被
害
が
生

じ
、
県
内
の
犠
牲
者
は

4
、
0
0
0
人
を
超
え
、

こ
の
う
ち
避
難
生
活
で

の
体
調
変
化
や
過
労
な

ど
間
接
的
な
原
因
で
亡

く
な
る
「
震
災
関
連
死
」

は
2
、
0
0
0
人
、
未

曽
有
の
複
合
災
害
に
つ

い
て
福
島
で
何
が
起
き
、
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
か

を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
毎
月
第
3
木

曜
日
9
：
00
～
12
：
00
二
瓶
元
子
さ
ん
が
講
師
で
近

内
貞
夫
会
長
に
よ
る
料
理

教
室
が
7
月
か
ら
再
開
し

ま
し
た
。

今
回
、
新
規
参
加
者
募

集
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

◇
近
内
貞
夫26-

6
6
7
7

◇
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー

26-

4
9
3
9

野

木

沢

地

区

第

２

回

ミ

ニ

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

開

催

野
木
沢
地
区
保
健
協
力
委
員
移
動
研
修
開
催

料

理

教

室

参

加

者

募

集

ス テ ッ ク を 使 っ て 腕 と 指 の 運 動

７月2 0日うどん料理をする教室のみなさん 参 加 し た み な さ ん 前 列 右 端 相 楽 会 長


